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幸福な 

死の 

世界へ 



だましに 

すぎない 


人生は 
おそろし 
い まや 
かしに 
すぎな 
いのだ 



そこには 
ガンも 
なければ 
歯痛 


食ぅ心配 \ " 
もなければ / 
絶望も不安もない 


それは 
奇妙な 
説得力 
を持って 
いた…… 


真実な 
ものは 
死 
だ 


愚しさ 


快楽の 
1 1 さ 
高尚な 
生活の 
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ようすが 
おかしいと 
思つたら 



東京のお方 

しつかり 


せぃ ( 

人生 V 

は楽し 
いぞな 


偽 


ill 



幸福の 

待つている 

国へ 



それなら 

なぜ 

死の来る 
のをぼん 
やり待って 
いるのか 


おれは 

なぜこんな 

単純な 

人生の 

真理が 

分からな 

かったの 

だろぅ 
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この押入れ 
はどぅして 
あかない 
んだ 


s I 



親父 

こ〇や 
きつと 
この部屋 
原因が 
あるぞ 


まさ - p 

まさゆめ 

正夢 

だとは 

思わな 

かつた 


夢の中で 
妙な気持 

になつたこと 
はおぼえ 
ているが 
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ぼかぁ , 
野宿でも 
するよ 

それにしても 
もうちよつとで 
死霊にあの世へ 
さそわれる 


らス目にノ 
なぃょぅ广\ 
そり 

こ 

びこんで 
た 

が I 番 
やり方だ 


一切は不幸に 
満ち暗黒だ 
死だけがおれを 
開放する ハ 
のだ 

実は ? 
山の上で 

ゃるっもりイ^^ 

だつたが ぐ 

こわくなつて 

家で決行 
することにした 






















































